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から人気が躍進したのは、バスケットボールでした。マイケル・ジョーダンなどスター選手が活躍するアメリカのＮＢＡ人気が中国でも高まるとともに、井上雄彦原作の漫画『スラム ク』 （中国語で「灌籃 手」 ）のアニメ 、九六年に中国でテレビ放映されると、瞬く間に大人気となり、若年層に空前のバスケ・ブームを引き起こしたのです。　
そしてＣＢＡからも世界最高峰
のＮＢＡに移籍する中国人プレーヤーが輩出されたこと 、ブームに拍車がかけられます。なかでもＮＢＡのヒューストン・ロケッツで大活躍した「万里の長城」の異名を持つ姚明は、その圧倒的な実力と聡明な人柄で、中国のバケ・ブームと 人気 大きな牽引役となりました。
●人民大学運動場の変貌　
筆者はこのブームを身を以て経









スター選手の出現によって、テニス人気が大きく高まっています。許斐剛原作の日本 人気漫画『テニスの王子様』 （ 「網球王子」 ）のアニメは、二〇〇〇年代前半に中国で放映され、〇八年には中国でテレビドラマ化されるなど、若年層を中心としたテニス・ブームの契機となりました。こ ブーム勃興と期を同じくして、プロテニ選手の李娜が登場したのです。　
彼女は二〇〇八年の北京五輪の


















市で行われたフィットネスクラブ会員へのアンケート調査によると、年齢階層 は二〇～三九歳 人が会員全体の約六割、教育水準では大学学部卒以上の人が約七割、所得階層（月収）では四〇〇 七〇〇〇元の人が約五割を占めています（参考文献②） 。　
また、フィットネスクラブでは
ヨガやダンス（ヒップホップ、ベリーダンスなど）のコースも常設
され、楽しみながらシェイプアップができることから、若年や中高年の女性にも大人気です。筆者も自宅近くのクラブに通っているのですが、ファッショナブルなスポーツ・ウェアーを身にま た若い女性や、ベンチプレスに励む若者がクラブで汗を流すなど その光景は日本と見紛うばかり す。　
中国での生活というと、大気汚
染や食品安全問題など、日本では何かと負のイメージがつきまといがちです。しかし、そのような生活環境のなかで、日本の文化にも触発されつつ、逞 く瀟洒に生きる「普通の中国人」に目を向けることができれば、新たな中国人像が開けてくることでしょう（ほうけん
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在杭州海外調査員）
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②
 陳長江「消費社会学的視角下対商業健身倶楽部消費者研究」『広州体育学院学報』第三五巻第一号、二〇一五年一月。
健康飲料のイメージキャラクターの李娜
選手。中国では有名スポーツ選手と商品
のタイアップは広く浸透している（寧夏
回族自治区銀川市にて、2015年２月、筆
者撮影）
